
　　

今と未来のインタビュー
時代の立役者と
　　　　未来を担う若者

小
お ま た

俣 孝
たかのり

範
1957 年生まれ。

村内の野草や野鳥の写真撮影、

山歩きが趣味。

障がい者の自立支援のために

日々活動している。

小俣さんは猿払村のご出身で、浜
頓別高校を卒業後、新聞奨学生と
して東京で２年間を過ごしたの
ち、猿払村役場に就職されました。
在職中には、労働組合の専従や平
成の大合併による事務局出向など
の役目を受け、道内を駆け回って
いたのだそうです。稚内に家を借
り、出張の合間に家族の待つ猿払
に帰る日々は、忙しくも充実して
いたと当時を振り返ります。

役場を退職された現在は「猿払な
なかまどの会」の一員として、障
がい者の自立支援の為に活動して
いる小俣さん。障がいを抱えてい
る子どもたちが、支援学校を卒業
して地元に戻ってきたとき、１人
の社会人として暮らせる方法を追
求したいと思っているのだそうで
す。また様々な事情で学校に行き

にくい子どもたちも含めて共に活
動する「ななかまど放課後塾」で
は、学習のサポートや創作活動な
ど、様々なイベントを開催してい
ます。「ななかまどの会を大きな組
織にすることが目的ではなく、世
の中が生きづらいと思っている子
や障がいを抱えている方たちが、
安心して皆と一緒に学校や仕事に
取り組んだり、社会参加できる場
所にしていきたいです」とななか
まどの会の将来を語ります。

猿払村の未来を担う若い世代へ向
けては「社会に出るとイレギュラー
なことが発生したり、努力が報わ
れないこともあります。ですが、
自分を見失わない生き方や考え方
をしっかりと持ち、逆境に負けず、
自分らしく生きてほしいです。」と
メッセージをおくりました。

逆境に負けず、自分らしく生きてほしい

小
お が わ

川 琉
る な

七
拓心中学校３年生。

生徒会会計。

バドミントン部の部長を務

めており、最後の中体連に

向けて日々練習に励んでい

る。

小川さんが中学校生活で最も成長
したと思う部分は「人前で堂々と
話せるようになったこと」だそう
です。きっかけは昨年行われた生
徒会選挙で、前々から生徒会に参
加してみたいと考えていた小川さ
んは、思い切って選挙に立候補し、
生徒会会計を務めることになりま
した。学校の重要行事に関わるこ
とに緊張感を覚えつつも、自らの
意思で立候補した事実が糧とな
り、人前に立つ自信に繋がってい
るのだそうです。

生徒会に加えて、バドミントン部
の部長も務めている小川さん。経
験者もいる中、中学からはじめた
自分が部長としてお手本となれる
のかと大きな不安を感じていたそ
うですが、部員たちのおかげでこ
こまでやってこれたと語ります。

「部員が優しく接してくれたり、
私の指示を聞いてくれたおかげ
で、人前で話すことに慣れること
が出来ました。みんながいなけれ
ば、今の私は絶対にいなかったと
思います。普段の練習や休憩中の
何気ない会話の瞬間、この部活を
していて本当に良かったと思いま
す」とこれまでを振り返りました。

そんな小川さんの思う猿払村の好
きな部分は、自然が多くて人が優
しいところだそうです。その一方
で、友達と遊べる場所がないため、
そういった場がほしいと思ってい
るとのこと。

インタビューの最後には「どんな
時でも笑顔を忘れず、楽しく生き
ていきたいです」と将来の自分に
エールをおくりました。

どんな時でも笑顔を忘れず、楽しく生きたい
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日本とアメリカの中学校の違い

　日本とアメリカの中学校の違

いは様々です。例えば、私が通っ

ていた中学校は２年制で高校が

４年制でした。また、日本では

４月が新学期なのに対し、アメ

リカでは９月が新学期。お昼は

そろって教室で食べるのではな

く、それぞれが好きな場所で食

べ、お弁当を持ってくる人もい

れば、食堂で買って食べる人も

いました。授業は、日本のよう

にクラスがなく、受ける授業の

先生がいる教室に移動します。

選択授業もあり、私はタイピン

グを選択し、キーボードを紙で

隠して打つ練習をするなど楽し

かった記憶があります。

　そんな中学校での一番の思い

出はお昼の時間です。ご飯を急

いで食べて、お昼の時間にしか

使えないゲームルームで遊ぶの

が日課でした。そこには、エア

ホッケーやテレビゲームが置い

てあり、当時は任天堂 64 の大

乱闘スマッシュブラザーズが流

行っていました。４人プレイの

ゲームで、３人の先輩が共闘し

て私たち下級生を負かそうと意

地悪なプレイをしていたのが悔

しく、１人家で練習して、先輩

３人に勝った思い出があります。

　日本の中学生は、日本に来る

前まで、あまり意見を言わない

静かなイメージがありました。

でも、拓心中学校の生徒はとて

も元気で、友達と話している姿

を見るとアメリカの中学生とそ

んなに変わらなくて意外でした。

Hello!!
ALT
外国語指導助手（ALT）

ギャレット

14歳、中学校卒業式にて

　記事を書いた時点では６月中

旬ですが、猿払村はまだまだ寒

いですね。現在ベトナムは真夏

で、気温は 36度～ 38度まで上

がりとても暑いです。猿払村の

冬は寒さや雪で少し厳しいです

が、汗をかく日が指で数えられ

るほど涼しい夏を体験できたの

は幸運だったと思います。

　ちなみに、猿払村で夏を過ご

すのは今年が２回目です。スキー

以外に体験がほとんどない冬に

対して、夏は週末２日だけでは

足りないと思うほど、体験した

いことがたくさんあります。猿

払村の隅々を散策するだけでな

く、北海道の各地も探索してみ

たいと思います。北海道の夏は

すごく美しいですね。昨年、中

富良野町のファーム富田や美瑛

町の美瑛の丘、北竜町のひまわ

りの里へ旅行に行き、その美し

い景色にとても感動しました。

今年は果物狩りとキャンプを体

験したいです。友達と焼き肉を

しながら自然を眺める光景を想

像するだけで最高です！

　温暖な気候は栽培にも適して

いますね。今年も村民農園で畑

づくりを続け、たくさんの野菜

を育てています。春菊、なす、

トマト、レタスなど日本にもあ

る野菜の種類に加えて、空芯菜、

モロヘイヤ、ツルムラサキ、ヘ

チマなどベトナムの野菜も栽培

しています。これは、仕事後の

毎日の楽しみとなっています。

北海道で過ごす夏

国際交流員（CIR）

ニュン

Xin chào!!
CIR
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ファーム富田のラベンター畑にて


